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1992年、フランス軍がフライブルク市のヴォー
バン駐屯地から引き揚げた際、全く新しい住宅地を
造りたいという運動が始まりました。それには都市
計画の専⾨家だけでなく、市内また市外からも多く
の⼈が参加したのです。市の中⼼からたった３キロ
しか離れていないこの⼟地は、住宅難を解消し、商
⼯業⽤地を提供し、計画の段階から理性的で持続可
能な全体構想の中に環境と社会福祉という視点を⼀
つに統合するという、数少ないチャンスをもたらし
たのです。

現在ヴォーバン住宅地はほぼ完成しています。最
後に残っていた２つの区画にも、2015年から16年
の間に建物が築かれました。住宅地のインフラ機能
はすでに⻑年その有効性を⽰し、2006年に開業し
た路⾯電⾞は住⺠の⾜として不可⽋な存在となって
います。

改めてこのヴォーバン住宅地の成果を総括し、情
報を更新すべく、私たちは2014年にこの冊⼦の３
版⽬を作成しました（この⽇本語版はそれを翻
訳）。当初のアイディアがいかに実⾏され、発展を
遂げていったか。建築コーポラティブ（建築グルー
プ）は成功したのか、（ここに住むことを決めた）
住⼈と⾏政の連携はどのように⾏われたのか、全く
新しい交通計画はうまく機能しているのか？ 
そして、当初の計画よりも多くの住宅が建てら
れ、商⼯業施設が減ったことがどのような影響を及
ぼしたのか…？ 

このパンフレットではヴォーバン住宅地の様々な
側⾯を、実際に観て歩くように描きました。いくつ
かの建築プロジェクトについては詳細に記述し、国
内外からの多くの視察者のために、「ショートウェ
イシティ（移動距離の短い街）」がどのようにして
成⽴したのか、そしてそこでの暮らしについてお伝
えします。

この⽇本語版を読まれる皆さまに、私たちの
ちょっと変わった、それでも普通の住宅地について
新しい発⾒があり、⼤いに楽しまれることを願っ
て。

NPO法⼈・ヴォーバン住⺠協会

Jörg Dengler, Bobby Glatz, Günter Reineke,
Reinhild Schepers, Michael Schubert

ヴォーバン住宅地航空写真 2013年撮影
Photo: Vermessungsamt Freiburg

始めに

フライブルク市の南部、町の中⼼から約３キロ
離れ、保養地シェーンベルク（⼭）のふもととい
う魅⼒的な場所に広がるヴォーバン。以前はフラ
ンス軍が駐在していたこの⼟地に、都市開発対策
によって5500⼈の市⺠のための新しい住宅地が
誕⽣しました。
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Map: eRich Lutz, www.vauban-im-bild.de/infos_vauban/quartiersplan.php

この地図の著作権はすべてeRichLutz(Freiburg)にあります。コピーや配布、公開時には著者者の書⾯による了承が必要です。

Photo: Jörg Lange

ヴォーバン住宅地 地図
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軍⽤地からモデル住宅地に

１章 歴史的経緯

フライブルク市の南部では、かつてヴォーバン駐屯地として使われ
ていた⼟地から新しい住宅地が⽣まれました。1993年の終わりから都
市開発対策※が⾏われ、この⽤地における枠組みとして5500⼈を超え
る市⺠のための住宅と、600⼈を上回る雇⽤の場が作られることにな
りました。
住宅地の名前は駐屯所の「ヴォーバン」が引き継がれました。セバ
スティアン・ル・プレストル・ド・ヴォーバン（1633〜1707年）は
ルイ14世に仕えた名⽴たる要塞建築家で、フライブルク市も彼の⼿に
よって要塞化された時期がありました。また住宅地の道路は、⼥権拡
張論者や⾃然科学者、反ファシズム活動家、またナチスの時代に迫害
された芸術家を記念して命名されています。

年表

旧兵舎は「学⽣寮ヴォーバン」に再⽣

新しい住宅地の造成
1998年４⽉３⽇の着⼯式
（写真上）
その後すぐに⽴ち並んだクレーン
（下）Photo: Carsten Sperling

Photo: Carsten Sperling

ヴォーバン駐屯地の航空写真。1990年頃 Photo: Günther Zinnkann

1937〜38 今⽇のヴォーバン地区に兵舎が建てられる。
1945 フランス軍が占拠する。

※建設法典に定められた⼿法で、⾃治体が全く新しい⼟地の開発をするため
に、（住⺠の希望を⼗分に配慮した形であれば）⼟地分譲によってその場所
の公的インフラ整備の資⾦繰りができる対策のこと。
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ヴォーバン駐屯所を後にするフランス軍  Photo: Günther Zinnkann

最初に移り住んできた⼈たちはトレーラーハウスで暮らした Photo: Günther Zinnkann

当時のヴォーバンは⼦どもの冒険の
場であった

Photos: eRich Lutz

1992 フランス軍が撤退。
1993

1994

旧ヴォーバン駐屯地に新しい住宅地を造ることがフライ
ブルク市議会で決定。
フライブルク⼤学・学⽣相互扶助会とグループ「ズー
ジー」が10棟の兵舎の改築着⼿。

都市計画のコンペによって地区計画（Ｂプラン）の⼟台
が固まる。

1995

1996

新しく設⽴されたNPO法⼈フォーラム・ヴォーバンが拡
⼤住⺠参加の運営役となる。
地区計画（Ｂプラン）策定に関する重要な議論が⾏わ
れ、フォーラム・ヴォーバンの意⾒が多く採⽤される。
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マーケット広場の開所を祝う Photo: eRich Lutz

最後に残っていた兵舎は市⺠の強い
反対を押し切って解体された 

Photo: eRich Lutz

郊外農村部のエンディンゲン町との
友好協定開始 

Photo: Ulrike Schubert

1997 EUから⽀援を受けたプロジェクト「持続可能なモデル住
宅地ヴォーバンの実現」によって、交通、エネルギー、
ソーシャル＆エコロジカル住宅という分野における実現
計画が策定され、その実現が導かれた。
第１回⽬の建設⽤地の分譲が⾏われる。

1998
2000

最初の建築コーポラティブ（建築グループ）が建設開始。
EUのプロジェクトは国際会議「都市－ビジョン（Urban-
Visions）」のフライブルク市での開催をもって終了。
フォーラム・ヴォーバンへの委託で50％雇⽤の職員２名
による住宅地内のソーシャルワークを開始。
第１期⼯事がほぼ終了。

2001
2002

2004

第２期⼯事の始まり。
市との⻑期にわたる交渉の末、旧兵舎を住⺠センター
「ハウス037」に改築する⼯事が始まる。
国連ハビタットでヴォーバン住宅地が世界で最も優れた
実践例として選ばれる。

NPO法⼈フォーラム・ヴォーバンの解散。
３棟の兵舎を改築し割安な住宅を造ることを⽬指した協
同組合「Drei5 – viertel」の提案が議会で否決。建物は解
体された。
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2005 NPO法⼈・ヴォーバン住⺠協会設⽴。
３期⽬の⼯事がスタート。
カイザーストュール地⽅のエンディンゲン町と「都市と
農村の友好協定」開始。

2006

2007

ヴォーバンへ路⾯電⾞３番線が開通。
ヴォーバン住⺠協会が住宅地内ソーシャルワークの委託
を受ける（50％雇⽤の専⾨職員１名）。

マーケット広場（アルフレート・デブリン広場）と、住
⺠センター「ハウス037」の落成式典。作家デブリンのご
⼦息も参席。

2009〜10

2010

2011〜12

2013

メルツハウザー通りとヴォーバン通りの交差点にある開
発が進まない建設⽤地（Ｍ１）に対するプランニング・
ワークショップが住⺠の⼿で開催される。

上海万博において、世界中から選ばれた50都市の持続可
能なプロジェクトの中で、ヴォーバン住宅地もモデル事
例としてアピール。
ヴォーバン都市開発対策の終了。

開発が進まなかったＭ１⽤地を占拠していたトレーラー
ハウスを市が強制撤去。市の建築・住宅公社がその⼟地
にホテルと、商業施設の⼊った集合住宅の建設を始める。

グリーンシティホテルとヴォーバネーゼ住宅協同組合が
開業（インクルージョンプロジェクト）。

2014〜15 第３期⼯事の最後の３棟の建築着⼿。

路⾯電⾞３番線の開業 
Photo: Carsten Sperling

2000年の「ヴォーバン祭り」での街頭劇 Photo: Carsten Sperling
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ヴォーバンの概要
新興住宅地ヴォーバンは41ha強の⾯積を持ち、北部はバーゼル市と
フライブルク市を結ぶ鉄道とヴィーゼンタール通りで隔てられ、南⻄
部ではザンクト・ゲオルゲン地域に流れるドルフバッハ（⼩川）が、
東部ではシュリーアベルクの丘が境界を成しています。

住宅地は次のように分けられます。主要部として南部と⻄部に広が
る「遊びの道路（道交法では交通静穏化区間。道路遊びが許され、⾞
両の速度制限は歩速）」エリアでは駐⾞場設置が禁⽌され、⼤部分が
建築コーポラティブ（建築グループ）によって建築されています。北
⻄部は商業施設と住宅の混合区域。ここには最後に、職住隣接プロ
ジェクト「Ｖ８」が建設されて完成しています。メルツハウザー通り
の⻄側エリアでは10棟の旧兵舎が残され、都市開発対策が始まるより
も早く⼀部はフライブルク⼤学・学⽣相互扶助会によって学⽣寮に、
残りは⾃治による共同住宅プロジェクト「ズージー」によってシェア
ハウスに改築されています。トレーラーハウスで⽣活する⼈も、ズー
ジーの敷地に場所を確保できました。以前は運動場だったメルツハウ
ザー通りの⻄側エリアは、ソーラー住宅地区のメゾネット型のテラス
ハウスと商業オフィスセンター「太陽の船」、そしてデベロッパーに
よる集合住宅によって形成。

２章 住宅地での暮らし

ハウス037とアルフレー
ト・デブリン広場は
ヴォーバンの社会・⽂化
の中⼼地
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すでに2000年に設けられた聴覚障害
者のための教育・相談・情報セン
ター（HdH）Photo: HdH

ヴォーバン最新データ
総⾯積 
住宅⽤地

41.3 ha
20 ha

商⼯業⽤地
混合⽤地 
公共⽤地
緑地

1.5 ha
３ha
1.7 ha
2.7 ha

交通⽤地
2014年末の⼈⼝
⼈⼝密度
（⼊植地１haあたりの⼈⼝）

12.4 ha
5,576⼈

フライブルク市 
ヴォーバン（市内最⾼値）
18歳以下の割合
65歳以上の割合

48.4⼈
137.6⼈
25.3％
3.6％

（市内総計では16.4％）
出典：フライブルク市統計年鑑2015

メルツハウザー通り東側のソーラー住宅
地区 Photo: Reinhild Schepers



1111000011110000

路⾯電⾞と平⾏するメインストリート（ヴォーバン通り）沿いに
は、複数の商店が⽴ち並び、住⺠センター「ハウス037」とともに地
区の重要な社交の場であるアルフレート・デブリン広場が中央に。パ
ウラ・モーダーゾーン広場は住宅地の南東に位置し、その周囲には⼩
学校や体育館、商店、バスと路⾯電⾞の停留所、住宅地の第⼀集合駐
⾞場と「グリーンシティホテル」があります。
⼯期中には本来の地区計画（Ｂプラン）を⼤きく変更することもあ
りました。とりわけ商⼯業⽤の⼟地需要が低く、宅地⽤の需要が⾼
かったことが⼤きく影響しています。混合⽤地として計画されていた
リーゼ・マイトナー通り沿い、駐⾞場⽤地であったアストリッド・リ
ンドグレーン通りの⻄側は宅地となり、商⼯業⽤地であった多くの⼟
地は混合⽤地となりました。
結果的に、フライブルク市は計画変更によって⼟地分譲からより⾼
い売上を得ましたが、多くの住⺠が鉄道沿線での騒⾳被害を受ける形
になりました。
ヴォーバン住宅地の家賃や不動産価格は⾼いですが、ここが⼈気あ
る住宅地という理由だけでなく、フライブルク市全体の住宅が今では
ドイツ国内でも最も⾼額な⽔準になったことも要因です。それでもゲ
ノヴァやズージー（後述）のようないくつかのプロジェクトが、割安
な居住空間を提供しています。

ハウス037とアルフレー

パウラ・モーダーゾーン広場 
Photo: eRich Lutz

アルフレート・デブリン広場にて
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建築が過密でも
たくさんの緑
  都市の中の緑は⼼地よい⽣活のために⾮常に⼤き
な役割を果たします。とりわけ⾼密度で住宅が並ぶ
ヴォーバン住宅地にとってはより⼀層重要です。
この住宅地を特徴づけるのは、樹齢80年にも達する
数多くの⼤⽊で、⼩さな範囲における気候調整に⼤
きな貢献をしています。開発時に伐採された⼤⽊は
ごくわずかで、ヴォーバン通り沿いの並⽊には新た
な植樹も付け⾜されました。

  もうひとつの重要な緑の構造は⾃然保護地域であ
るザンクト・ゲオルゲンに流れるドルフバッハ（⼩
川）。川のほとりの古い⽊々はヴォーバン南部の境
界となっています。

遊びの道路エリアを挟み、南北に延びる５つ
の細⻑い公園は「緑の帯」と呼ばれています。
この公園はすべて、興味をもった住⺠が集ま
り、ワークショップで計画したものです。それ
ゆえ⼀つひとつ違った特徴を持っていて、その
特徴毎に対象としている住⺠層（年齢・性別な
ど）も異なって利⽤されています。

また、ヴォーバンの緑化としてだけでなく⽣
物多様性のためにも重要なのが屋上緑化で、
ソーラー設備の設置を例外として、すべての建
物に義務付けられています。加えて、⾬⽔を地
下に浸透させるための２つの浸透溝は、花の咲
く緑地となっていますし、多くが⾃然に近い形
で造られている庭もあり、この⼀部は住⺠が共
同で利⽤しています。さらに、遊びの道路両脇
に沿った1.5ｍ幅は公共の緑地帯（街灯と街路
樹）ですが、緑の⾥親制度として住⺠による庭
としての管理が許されています。
住宅地の⻄端にあるのは「⾞のない⽣活のための協会」の⼟地。ここは更なる集合駐⾞場が必要となる

場合のために確保されていますが、現
在は住⺠がボランティアで整備した公
園となっていて、「柳の宮殿」という
オブジェも⽴っています。2013年から
はアーバン・ガーデニング（都市農園
運動、都市空間のスペースを使って、
緑化や⾷⽤植物の栽培を⾏う運動）の
グループによって、野菜などを栽培す
る「トランジション・ガーデン」が敷
地の⻄側に設置。そして住宅地の南に
はシェーンベルク、東にはシュリーア
ベルクの⼭のすそ野が広がり、すぐに
草原やワイン畑の斜⾯、森の中へとハ
イキングができます。

アーバン・ガーデニング。上昇型ガーデンと背景には柳
の宮殿 Photo: Reinhild Schepers

緑のオアシス、ドルフバッハ（⼩川）Photo: eRich Lutz

家々の間にもたくさんの緑が 
Photo: Reinhild Schepers
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「⾞の⾮保有者」、つまり定期的にマイカーを利
⽤しない⼈は、集合駐⾞場の権利を購⼊する義務か
ら外され（建築基準法では、１世帯あたり駐⾞場１
台の確保を義務付けている）、代わりに3700ユー
ロを「⾞のない⽣活のための協会」に⽀払います。
それにより、もしも将来⾞を持つことになった場
合、同協会が所有する⼟地に駐⾞場を持つ権利が与
えられます。協会との契約書と毎年市との間で更新
する「⾞の⾮保有誓約書」によって、⾞の⾮保有者
には⾞利⽤の制限が課されます。協会の⼟地には、
必要に応じて建て増しができる⽴体集合駐⾞場のプ
ランがあり、470台までの駐⾞場を作ることができ
ます。
「カーポートフリー」エリアに住む⼈が⾞を所有
する場合、２つの集合駐⾞場のどちらかひとつに⾃
分専⽤の駐⾞スペースを購⼊し、⾞をそこに停めな
くてはなりません。
賃貸業者や個⼈の貸し⼿はニーズに応じて駐⾞ス

ペースのある／ない住居を提供。カーポートフリー
区域にある1000世帯のうち、約500世帯が「⾞の
ない⽣活」に参加しています。

駐⾞場確保のコストの不公平を解消
し、⼦どもには遊び場を提供
このシステムによって費⽤負担の公平性が⽣み出
されました。⾞を持たない⼈は、⼀般的な新築のよ
うに付随するガレージのためにより⾼い家賃を払わ
なくて良いのです。その代り、⾞を所有している⼈
が駐⾞場のためのコストを全額負担します。
駐⾞場のない遊びの道路は交流の場として、近隣
住⺠の出会いの場として、そして⼦どもの遊び場と
して活⽤されています。交通のための機能はかなり
低くなっています。

３章 エコロジカルな移動⼿段
Photo: Reinhild Schepers

駐⾞場設置禁⽌区域の住⺠の⾞が収まる集合駐⾞場

重たい家電も⾃転⾞で運ぶことができる Photo: eRich Lutz 広い道路は歩⾏者と⾃転⾞のため Photo: Reinhild Schepers

⾞を極⼒持たないで
ヴォーバン住宅地の交通総合計画によって、住宅
地内すべてのエリアで⾞の交通量は明らかに抑えら
れています。⾞は進⼊禁⽌ではありませんが、遊び
の道路エリアの⼤部分には駐⾞場がありません。こ
こでは荷の積み下ろしの停⾞は許されますが、住⼈
の駐⾞は集合駐⾞場に、
訪問者の駐⾞はヴォーバ
ン通り、リーゼ・マイト
ナー通り、クラーラ・イ
マーヴァール通りに限定
されています。
「カーポートフリー」

エリアには⾞なしも、⾞
を所有している⼈も⼀緒
に住んでいます。

カーシェアリングなら利⽤
⽬的に合わせて⾞を選べる 

Photo: Stadtmobil Südbaden
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移動は楽々
  ヴォーバンでは⾞なしでも困らない
条件が提供されています。学校や幼稚
園、農家の直売市場やたくさんのお
店、それに600⼈分の職場といったイ
ンフラがあり、移動の少ない「ショー
トウェイシティ」が実現。駅や市街地
中⼼部へは⾃転⾞や路⾯電⾞、バスを
使って15分で⾏けますし、鉄道駅の
設置も計画中です。さらにカーシェア
リングの⾞35台も⽤意されています。

交通総合計画 
の成果
  交通総合計画が⼤成功を収めたこと
はすぐに実感できます。市内のどの地

区と⽐べても格段に⾞が少ないのです。住⺠1000⼈あたりの乗⽤⾞保
有台数はドイツ平均では500台以上、フライブルク市全体で339台に
対し、ヴォーバンはたったの183台。その違いは⾃ずと認識されるで
しょう。
「⾞のない⽣活」も予想以上の成果を上げました。計画当初は３つ
の遊びの道路にカーポートフリーエリアが限定されていましたが、開
発⼯事の２期、３期には計画変更がなされ、適⽤可能な範囲で拡⼤さ
れました。
徒歩や⾃転⾞で数分かけて集合駐⾞場まで⾏くことは、⾃家⽤⾞を
持っている住⺠の⼤半にとって当然の習慣となっています。⾞の⾮保
有者の⼤多数も決められた義務を守っています。ただ中には、これら
の決まりごとを守らない⼈もいて、度々トラブルとなっています。
「⾞のない⽣活のための協会」はそのため数年来、さらなる交通総合
計画の発展のため市の当局と共同作業しています。

iiiinnnnffffoooo 
ヴォーバン交通ワーキンググルー
プ（AK Verkehr in Vauban）
NPO法⼈・⾞のない⽣活のための
協会（Verein für autofreies
Wohnen e.V.）
Stadtteilzentrum Haus 037
Alfred-Döblin-Platz 1
79100 Freiburg
Tel. 0761- 45 68 71 35
autofrei-verein@vauban.de
www.autofrei-verein.de

インスブルッカー通りの交通結節点
Photo: Carsten Sperling

数年のうちにはヴォーバン住宅地に
近距離鉄道の駅も作られる予定 ヴォーバン住宅地と市街地や中央駅をつなぐ路⾯電⾞３番線 Photo: eRich Lutz

Photo: Jean-Pierre Rosetti
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太陽と共に暮らす
  ヴォーバン住宅地の地区計画（Bプラン）は、すべて
の建物において暖房必要エネルギーが年間65kWh/㎡
以下となるよう義務付けました。しかし実際には、暖
房が15kWh/㎡年以下、つまり暖房⽤燃料が1.5L/㎡年
以下で⾜りる、いわゆるパッシブハウスがたくさん造
られたのです。さらに、エネルギーの年間収⽀（⽣産
と消費）でより優れた「ゼロエネルギーハウス」（次
ページ参照）や、ソーラー住宅地区のプラスエネル
ギーハウス（16ページ参照）も建築され、そこでは家
の中で使われる熱と電気が⾃然エネルギーで100％、
もしくはそれ以上カバーされています。

2011年までに144棟の建物に、ソーラーエネルギー施設が設置
されました。暖房と給湯を部分的に賄う太陽熱温⽔器、あるいは
太陽光発電です。⼤規模施設は集合駐⾞場や住⺠センター「ハウ
ス037」、またエレクトロ・シーリンガー社の社屋にあります。
129か所、合計1324kW出⼒が設置された太陽光発電設備では、
2014年に1,246,815kWhが発電されました。
住宅地のほぼ全ての建物は、コジェネ（熱電併給）によって、
14km以上におよぶ地域熱供給網を通じて暖房・給湯⽤の熱エネ
ルギーが供給されています。必要暖房エネルギーが15kWh/㎡年
以下の建物であれば、地域暖房接続義務が外され、例えば⾃前の
コジェネ設置が認められています。

4章 エネルギー

コーポラティブ「クレーハウス」のソーラー設備。
左：太陽熱温⽔器。右：太陽光発電  Photo: Jörg Lange

南側の⼤きな窓で太陽光利⽤を最適化。コーポラティブ
「ガーデニング好きのパッシブハウス」Photo: Carsten Sperling

優れた断熱と北側の窓を⼩さくしたことで
熱損失を最⼩化。パッシブハウスのコーポ
ラティブ「ドルフバッハのほとり」

ヴォーバン住宅地の暖房・給湯⽤熱エネル
ギーをほぼ全て賄うコジェネレーション 

Photo: eRich Lutz

ヴォーバン地域熱供給の
エネルギーデータ（2012年）
• エネルギー投⼊量：
うち⽊質チップ：

22,342,135 kWh
2,175,718 kWh

うち天然ガス：
• 発熱量：
• コジェネ発電量：
• コジェネ稼働時間：

20,166,417 kWh
15,107,473 kWh
5,787,996 kWh

7,037 h/年
• 施設全体のエネルギー効率：
• コジェネとヒートポンプによる発熱量割合：
• 熱の販売量：

93,5 %
52,2 %

12,418,329 kWh
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パッシブハウスと
ゼロエネルギーハウス
パッシブハウスとは、最⼩限の暖房エネルギー消費で年中快適な室
温を保つことができる建物のことで、暖房エネルギー15kWh/㎡年以
下、あるいは暖房⽤燃料1.5L/㎡年以下しか消費しません（ドイツ平
均は435kWh/㎡年）。それは⾼価な暖房システムを不要にし、必要
な熱のほとんどは、⾼い断熱性能の外⽪による内部発⽣熱（⽣活排
熱）の利⽤、太陽熱温⽔器、南側ファサードの⼤きな開⼝部による太
陽光の「受け⾝」利⽤、そして熱交換器付き換気装置によって賄われ
ます。
さらに優れているのはゼロエネルギーハウスで、エネルギーとCO2
それぞれの年間収⽀がゼロ。これはより厳しい省エネ対策と再⽣可能
エネルギー設備でエネルギー消費を相殺させることで達成します。
ヴォーバン住宅地には30棟を超えるパッシブハウスと「クレーハウ
ス」と名付けられた２棟のゼロエネルギーハウスが建てられました。
ここではわずかな熱需要を⾃前のコジェネで、あるいは地域熱供給で
賄っている異なるタイプのプロジェクトを紹介します。

コーポラティブ「ISIS」 ゲオルク・エルザー通り23〜35番
  ９⼾のメゾネットと４⼾のフラットで構成される４階建ての集合住
宅６棟。フラウンホーファー研究所ISEが種類の異なる、熱交換器付
きのセントラル換気装置を設置し、性能試験を実施。６つの庭があり
ます。

コーポラティブ「暮らしと仕事」 
ヴァルター・グロピウス通り22番
  ４階建てのパッシブハウスは、⾮常に優れたエコロジカルな性能
と、建物内での職住近接を実現。16⼾の住宅と４⼾のオフィス（延床
⾯積36〜168㎡）に加え、共有スペースと共有の庭があります。

コーポラティブ「クレーハウス」 
パウル・クレー通り６〜８番
  この２棟の「ゼロエネルギーハウス」には０歳から80歳までの約75
⼈が暮らし、10⼾は賃貸で、15⼾は持ち家です。住⼈は平均すると、
居住部⾨で400W以下の⼀次エネルギー消費（熱と電⼒）に抑えてい
ます。様々な共有スペースと設備は延べ床⾯積を節約しています（同
⼀設備を⼾数分必要としないため）。わずかなCO2排出の収⽀での⾚
字分は、近隣の⿊い森の⾵⼒発電に資本参
加することで相殺。「2000ワット社会」が
求める条件を居住部⾨においてクリアして
います。Information: www.kleehaeuser.de

追加データ：
• 太陽熱温⽔器
• 地域熱供給網への接続
• 排気熱利⽤のヒートポンプ付き
コンパクト換気ユニット

iiiinnnnffffoooo
「2000ワット社会」の定義
2100年の世界の気温上昇を２度以下に抑える
ためには、⼈間１⼈が必要とする全⼀次エネ
ルギー供給を平均で2000W出（年 17,520
kWh）以下にとどめ、かつその75％以上を再
⽣可能エネルギーで賄う必要があります（現
在ドイツでは１⼈あたり6,000W、再⽣可能エ
ネルギー割合12％）。居住の部分では
500W（年4,380kWh）以下しか えません。

Photo: Jörg Lange

Photo: Jörg Lange

追加データ：
• マイクロガスコジェネ
• ３kW出⼒の太陽光発電
• セントラル熱交換器付き換気装置

コーポラティブ「ISIS」

コーポラティブ「暮らしと仕事」

コーポラティブ「クレーハウス」

追加データ：
• ガスコジェネ
• 太陽熱温⽔器
• 住⺠共同投資のソーラーパネル
• セミ・セントラル換気装置
• 省電⼒型エレベーターと家電
• バリアフリー
• 様々な共有スペース

Photo: eRich Lutz
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ソーラー住宅地区
シュリーアベルクに隣接するソーラー住宅地区は、⼀⾒普通のテラス

ハウスに⾒えます。ただ、ベルリンの芸術家による⾊使いは⽬にとまる
かもしれません。どの⾊が隣り合わせになっても調和する12⾊は彼の考
案で、住宅購⼊者はその中から好きな⾊を選ぶことができました。

もう少しじっくり⾒れば、使われている建材、とりわけ⽊材や南側の
⼤きな窓がもたらす特別な⼼地よい雰囲気に気づくかもしれません。

しかしそれだけではなく、この家は特別なエネルギー設計ゆえに
Plusenergiehaus®（プラスエネルギーハウス）と呼ばれ、モデルプロ
ジェクトとして近隣に建てられた太陽の動きに合わせて回転する家「ヘ
リオトロープ」と⽐較しうる性能を持ち、同時に⼤幅な低価格化を実現
しています。⾮常に⾼い省エネ性能と⼤きな太陽光発電により、エネル
ギー収⽀が明らかに⿊字となる住宅です。

南向きの屋根にはすべて太陽光発電（３〜10kW出⼒）が搭載され、
居住者の電⼒消費だけではなく、熱も含めたすべてのエネルギー消費を
超える発電量を⽣み出しています。ソーラー住宅地区の59⼾の家では平
均して36kWh/㎡年のエネルギー⽣産超過が達成されています。

延べ床⾯積140㎡での暖房必要エネルギーは、従来の住宅では
11,000kWh/年なのに対して、Plusenergiehaus®（プラスエネルギーハ
ウス）は1,500kWh/年。ここの電⼒消費は2,200kWh/年で、⼀般的な
3,800kWh/年より⼤幅に低くなっています。

ソーラー住宅地区は、商業・オフィスセンター「太陽の船 」によ
り、メルツハウザー通りの交通騒⾳から守られています。

「太陽の船」の上にもテラスハウ
スが並ぶ  Photo: Daniel Schoenen

iiiinnnnffffoooo
シュリーアベルクの
ソーラー住宅地区
Merzhauserstraße 177
79100 Freiburg
Tel. 0761-459 44 30
info@solarsiedlung.de
www.solarsiedlung.de

住宅はシュリーアベルク（⼭）のふもとに Photo: Reinhild Schepers
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「ズージー」⾃治・⾃⽴の
居住地区のための
イニシアティブ
フランス軍が撤退した後のヴォーバンに⼤きな建築グループとして

真っ先に⼊ってきたのは、S.U.S.I.（ズージー）プロジェクトのメン
バーでした。低所得者のために⾃助グループ形式で需要に適した住居
を作り出そうと、彼らは早くから兵舎の維持とコンバージョンに⼒を
注いだのです。政治と⾏政との⻑い交渉を経て、1990年に設⽴された
市⺠団体は最終的に４棟の兵舎を購⼊し、1.5haの敷地の⻑期借地権
を得ることができました。

職⼈の協⼒を得ながら住⺠が広範囲にわたってセルフビルドし、個
⼈による好条件での融資と国の助成⾦によって、兵舎は４年強をかけ
て改修されました。7,500㎡の居住⾯積の中に、それぞれ１〜10⼈⽤
の45⼾の住宅が誕⽣。その過程では⺠主的な設計への住⺠参加やエコ
ロジカルな建材、⾼断熱、低コストの⼯法が重視されました。

兵舎から住宅へ
  ここには現在280⼈が暮らし、うち80
⼈は18歳以下の未成年です。⼤多数を占
める低所得の労働者、芸術家、学⽣など
構成が多様になる⽬標も達成。住⺠は全
員、合意形成に重きを置いた、草の根⺠
主主義的な決定プロセスがある共同体の
中での暮らしを重要なことと考えていま
す。
  棟の間もよく整備されています。⾃分
たちで造った⼦どもの遊び場や住⺠の集
い場、⾷料品の共同購⼊のためのスペー
ス、⼩さな⼯房、トレーラーハウスや
キャンピングカーによる「⾞輪の上の実
験的な暮らし」、斬新な建築⽅法の吹き
抜けやバルコニーに、想像⼒に富んだ壁
⾯の絵などは、住⺠の独創性とイニシア
ティブを表しています。
  これら全てがひとつのカラフルな全体
像に順応し、今⽇のズージーは、ある種
南国の雰囲気を帯びた活気と⽣きる喜び
にあふれる場所になっています。

５章 ⼀緒に家を建て、⼀緒に暮らす

思い思いに造られたバルコニーと外
階段  Photo: Bobby Glatz

「⻑くつ下のピッピ」のモットーとズージー  Photos: eRich Lutz

ズージー・プロジェクト

Vaubanallee 2a
D-79100 Freiburg
Tel: 0761-45 70 09-0
Fax: 0761-45 70 09-6
Mail: post@susi-
projekt.de
www.susi-projekt.de

タイアップ：
Mietshäuser Syndikat
www.syndikat.org

⼿間暇かけて改装されたトラックは居住空間となっている ズージーの⼦どもたちの船 Photo: eRich Lutz

iiii nnnn
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「ゲノヴァ」ソーシャル＆
エコロジカルな協同組合プロジェクト
  住宅協同組合ゲノヴァ（Genova）は1997年に、⺠主的な組織の⾃
助と、共有財産について住⺠全員が平等に決定権を持つという昔から
の協同組合の理念を基に設⽴されました。ゲノヴァは1999年と2001
年にそれぞれ、４階建ての２棟の住宅をヴォーバン住宅地に建設。総
⼾数73⼾の内訳は、27⼾の持ち家と、19⼾の社会福祉住宅を含む46
⼾の賃貸から成っています。

今⽇のゲノヴァの住⼈は200⼈を超え、若い⼈も⾼齢者も、単⾝者
も家族も、様々な⼈⽣設計を持った⼈たちが活気ある隣⼈関係の中で
暮らしています。設計から⼯事、そして現在に⾄るまでお互いを助け
合い、たくさんの共同作業やパーティが⾏われています。2013年には
低所得者と年⾦⽣活者の家賃の引き下げが決定されました。

エレベーター付きのバリアフリー住宅は、ここに⾼齢まで住むこと
を可能にしています。共有スペースとゲストルームは、各⼾の居住空
間を節約。ゲノヴァIIの建物には協同組合運営のオーガニックショッ
プ「住宅地のお店」を含む、いくつかの店舗とオフィスがあります。

エコロジー建築
ゲノヴァでは環境配慮型の建材をほぼすべて採⽤。またフライブル
ク市が1999年に義務化していた低エネルギー建築基準よりも20％の
省エネが実現されました。

住宅組合「ゲノヴァ I」の２棟を結
ぶエレベーター付き２層の渡り廊下 

Photo: Carsten Sperling

共有スペースが各⼾の居住空間を節
約。「ゲノヴァ I」の共有ハウス 

Photo: eRich Lutz

「ゲノヴァ I」の庭でリンゴを収穫 
Photo: eRich Lutz

iiiinnnnffffoooo
ゲノヴァ
登記住宅協同組合ヴォーバン
Lise-Meitner-Straße 12
79100 Freiburg
Tel. 0761-40 77 67
post@genova-freiburg.de
www.genova-vauban.de

「ゲノヴァ II」の建物も渡り廊下でエレベーターを共有 
Photo: Daniel Schoenen

さらにエコロジカルなポイント
• 給湯と暖房⽤の太陽熱温⽔器
• ⼤きな太陽光発電
• ⾬⽔利⽤（タンク）
• 湿地ビオトープ、屋上と壁⾯の緑化
• 共同のハーブと果実の庭
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建築コーポラティブ、
建築の新しい形
  ヴォーバンにおいては、住まいの形に多様性があ
り、幅広い層の市⺠が住宅を所有できることが望ま
れています。建築コーポラティブは、この都市計画
の⽬標達成のためのよいチャンスでした。なぜなら
コーポラティブは、低価格で需要に合う居住空間へ
の道を開くからです。
  NPO法⼈フォーラム・ヴォーバンは、建築コーポ
ラティブの形成を促し、助⾔することを主要な役割
の⼀つと考えていました。
  原理は単純です。複数の世帯が集まってグループ
を作り、⼟地を決め、建築を共同で計画し、建築家
と施⼯業者に協⼒することによって、費⽤と時間を
節約します。
  また他の⼊居者と共に設計し建築することで、集

合住宅内によい共同体が⽣まれることも、多くの家族にとってこのや
り⽅を選ぶ重要な動機となりました。
初期には建築希望者は、主に知⼈のツテなどを通じてグループを形
作りましたが、途中からは建築コンサルタントが組織上の重要な役割
を引き受けたり、事前に⼟地を確保してからコーポラティブへの参加
者を募ったりしました。
これまで60以上のグループがヴォーバンに建築しました。そのいく
つかをここでは紹介します。

「トライアングル」
ゲルダ・ヴァイラー通り10〜
16、30番
この建築コーポラティブは、遊び場
付きの共有の庭に挟まれる形で４階
建て集合住宅２棟を建設。それぞ
れ１棟に７⼾の住宅があり外階段で
つながっています。メゾネットある
いはフラットの住宅で、世帯状況に
応じて⼤きさを改築できるよう配慮
された各⼾には、ベランダかテラス
が付きます。50⼈の居住者（うち18
歳以下は20⼈）は最上階にある共有
スペースを利⽤可能。７年前から５
つの家族が平⽇⼀緒に昼⾷を取り、
交代で１家族が全員の⾷事を作るプ
ロジェクトに参加しています。

Photo: eRich Lutz

Photo: Ulrike Schubert

「ヴィバ 2000」
ハリート・シュトラウプ
通り／ヴォーバン通り
17家族による建築コーポラティブ
の２棟は、共有の庭をはさんで⻄側と
東側に建っていて、側⾯はヴォーバン
通りに⾯しています。２つの１階建て
の店舗⽤建物が、庭を通りから遮蔽。
住宅の⼤きさや構成は、将来的な⼊居
者も配慮して造られました。

「⿃の巣」 
ヴァルター・グロピウス通り6番
このコーポラティブは、バーデン・
ヴュルテムベルク州で初めての⽊
造４階の建物です。低エネルギー建
築基準よりも省エネ性能の⾼い⽊造
パネル⼯法による８⼾すべては、健
康な建築（特に室内空気の質）とい
う視点で徹底的な対策を⾏い、２⼾
はアレルギー患者適合型となりまし
た。これは学術的なプロジェクトと
しても機能しています。他には多世
代⽤住宅、共有設備、エレベー
ター、バリアフリー、屋上テラスが
あります。Photo: eRich Lutz

Photos: eRich Lutz
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NPOが住⺠参加を⽀援する
  軍が撤退した跡地に早い時期から関⼼を持ち、活
動していた様々な社会的グループは、1994年の終わ
りにNPO法⼈フォーラム・ヴォーバンを設⽴しまし
た。

  フォーラムは1995年にフライブルク市から、新し
い住宅地の計画と建設過程における「拡⼤住⺠参
加」のコーディネーター役を委託されました。最初
に公開された集会では、交通やエネルギー、建築
コーポラティブ、⼥性の治安などのテーマについて
ワーキンググループが⽴ち上がり、ソーシャル＆エ
コロジカルなモデル住宅地のための総合計画の策定
に取り掛かりました。

フォーラム・ヴォーバンの活躍
ボランティアによる市⺠活動は、1999年まで正規雇⽤されたフォーラムの職員らによって計画内容につ
いても、組織的な段取りでも⽀援されました。これはフライブルク市からの１年間のプロジェクト開始助
成、ドイツ環境財団（DBU）からの助成、EUの環境プログラムLIFEによる３年間の助成などによって可
能となりました。

専⾨性の⾼い作業によって、フォーラムは都市計
画の基本⽅針決定の際に影響を与えました。後に
はフライブルク市議会に設置された「ヴォーバン
作業委員会」に委員として参加し、影響⼒を発揮
しています。

1996年から発⾏されている情報誌「ヴォーバ
ン・アクチュアル」も含めた幅広い広報活動に
よって、ヴォーバンへの⼊居者が募集されまし
た。フォーラムは、数多くの建築コーポラティブ
や住宅協同組合ゲノヴァの設⽴をサポートし、遊
びの道路のデザインや住⺠センター「ハウス037」
の構想など個々の案件における住⺠参加の過程を
発起したり、コーディネートしました。

  1999〜2000年の第⼀期⼯事完了からは、フォーラ
ムの仕事の重点は、計画の構想を練ったりアドバイ
スしたりする役割から、住宅地を社会的にまとめる
公共的なものに移りました。この役割は、住宅地
ソーシャルワークの委託で強化されています。

  しかしフォーラム・ヴォーバンは2004年の終わり
に、議論の余地があるEUからの助成⾦の返済請求を
理由に解散しました。払い戻せる資⾦もなく、訴訟
も断念しました。解散の少し前には、将来どうすれ
ば住⺠らの意⾒が最も効果的に外に発信できるか、
集中した議論が⾏われました。その議論の結果、住
宅地代表議員の設置と住⺠団体として新しい協会を
設⽴するというモデルが誕⽣しています。

６章 住⺠参加

最初の「緑の帯」プランのための住⺠ワークショップ 
Photo: AG UnArt

ワーキンググループ「マーケット広場」の作業⾵景 
Photo: eRich Lutz

新しい住宅地について「フォーラム・ヴォーバン」が市
街地で情報提供  Photo: Carsten Sperling
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ヴォーバン住⺠協会が新たな窓⼝に
NPO法⼈・ヴォーバン住⺠協会は2005年4⽉に設
⽴され、住宅地ソーシャルワーク、市の審議会およ
び市内18地区の住⺠協会によるネットワーク等で
ヴォーバン住宅地を代表する役⽬を担っています。
住宅地代表議員の選挙はこれまでのところ実施さ
れていません。遂⾏のために⾮常に⼿間暇がかかる
こと、また⼀般的な企画以上に積極的な市⺠参加で
きるテーマがほとんどないことが理由です。

それでもこれまでに多くの住⺠は、例えば交通、
携帯による電波被害、芸術、マーケット広場、建
築、緑の帯公園のデザインといったワーキンググ
ループに参加し、住宅地内の教会運営にも、住宅地
情報誌「ヴォーバン・アクチュアル」の発⾏や毎年
恒例となったヴォーバン祭りの運営などにも積極的
に参加しています。重要な案件の際には理事会は地
区総会を開きます。

カイザーストュール地⽅にあるエンディンゲン町
との間で2006年から「都市と農村の友好協定」を
結び、住⺠協会は様々なイベントを企画し、相互訪
問しています。
また2015年からはフランス・グルノーブル近郊
のエイバン町の呼びかけで友好都市／地区関係が築
かれ、双⽅向の往来や活発な意⾒交換が⾏われてい
ます。

市⺠参加の経験
市が採⽤したステークホルダー全員を「学びなが
らの都市計画」に参画させるという「拡⼤住⺠参
加」構想によって、ヴォーバン住宅地では数多くの
新しい試みが実現しました。とりわけ、多数の
「ヴォーバン原住⺠」らの⼤きな努⼒と準備された
住⺠参加の場がなかったら、持続可能なモデル住宅
地に⾄った道のりは別の結果になったことでしょ
う。
ただしこの経緯の中では、住⺠参加した市⺠の希

望を⾏政に届かせるために、幾度となく強い抵抗を
突破する努⼒が必要でした。例えば、最終的に⾏政
案を変更させ、住⺠意⾒が届いた例としては、住⺠
センターハウス037とマーケット広場の実現があり
ます。⾮常に難しかったのは交通に関する分野。ま
た、３棟の適した兵舎に協同組合によって住居を作
ろうとした運動は⾏政に阻⽌されました。
これらのことを通して、既存の範囲を超えた拡⼤
住⺠参加は、全ての関係者（政治、⾏政、住⺠）が
先⼊観なしで、旧来の役
割に囚われず、⾼いレベ
ルでお互いに歩み寄る準
備があってはじめて成功
するという経験を
与えました。

2013年の協会理事
Michael Schubert, Jörg Dengler, Reinhild Schepers,
Bobby Glatz, Günter Reineke.  Photo: eRich Lutz

iiiinnnnffffoooo
NPO法⼈・ヴォーバン住⺠協会
住⺠センター「ハウス037」内
Alfred-Döblin-Platz 1
79100 Freiburg
Tel. 0761-45 68 71-31
stadtteilverein@vauban.de
www.stadtteilverein-vauban.de
地区図書館（家族センター「菩提樹の
花」内）の利⽤時間
⽔曜⽇ 15:00〜17:30

住⺠協会は2011年から「Vaumobil」で情報発信 
Photo: eRich Lutz

住⺠と市議会議員が交通の問題について話し合う 
Photo: eRich Lutz
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社会的なつながりと
活気がある街
住宅地には物理的な⽣活インフラだ
けでなく、社会的・⽂化的なインフラ
も必要です。これを発展させるため、
2000年から2002年までの間、フライ
ブルク市から住宅地ソーシャルワーク
事業を委託されたフォーラム・ヴォー
バンに50％雇⽤の職員２⼈の予算が
与えられました。これにより社会や⽂
化に関するテーマについて住⺠たちが
共同で活動する際に専⾨家の⽀援を受
けられるようになりました。年に３回
開かれる住宅地ソーシャルワーク事業
の審議会では、社会福祉機関や市の代
表者が事業内容や住宅地の状況について説明を受け、プロジェクト予算なども
決定されます。
2006年からはNPO法⼈・ヴォーバン住⺠協会（21ページ参照）が住宅地

ソーシャルワーク事業の委託を受けていますが、2003年から50％雇⽤の職員
数は１⼈に削減されています。
住宅地ソーシャルワークの活動
• アイディア募集のワークショップ運営、社会福祉政策的で⽂化創造的、また
異なる年齢層を対象にするプロジェクトの計画と⽀援
• 住⺠への情報提供や啓発、ボランティア活動の⽀援
• 様々な団体やNPO、⾏政とのネットワーク化と交流、隔⽉開催の定期集会の
コーディネート
• 社会的・⽂化的なイベント運営とコーディネート。例えばフリーマーケッ
ト、サッカー⼤会、⼦ども向け映画上映、「ヴォーバンは⾼齢者に適してい
るか？」などのワークショップ、また毎⽉開催される「Repair Cafe」やス
ポーツ集会など
• 様々な住⺠グループの利害関係の調整、調停
• 「インクルージョン連盟（BILA）」の運営に参加
• 毎⽉のイベントカレンダー、ヴォーバン内の店舗・サービス情報誌の発⾏

７章 住宅地でのソーシャルワーク

ヴォーバンのハイライトは７⽉の住宅地祭り
Photo: eRich Lutz

ヴォーバン住宅地にもたく
さんのサッカーファンがい
ます Photo: Sigrid Gombert

彼らが住宅地ソーシャル
ワークを担う
Sina Goudarzi, Karin Pin-
kus, Daniel Haas.

Photo: Daniel Haas

iiiinnnnffffoooo
ヴォーバン住宅地ソー
シャルワーク
住⺠センター「ハウス
037」内

Alfred-Döblin-Platz 1
79100 Freiburg
Tel. 0761-456871-34
info@quartiersarbeit-
vauban.de
www.quartiersarbeit-
vauban.de
窓⼝:⽉曜 14 〜16時 
+ ⽔曜 10〜13時

住宅地ソーシャルワークによって年に３回フリーマーケットが開かれる 
Photo: eRich Lutz

住宅地ソーシャルワークに
ついて2009年に実施され
たアンケート結果を発表す
るブリンカート教授 

Photo: Quartiersarbeit
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ヴォーバン住⺠センター「ハウス037」
ヴォーバン住⺠は「ハウス037」を誇りに思っています。なぜな
ら、彼らはまず⾏政の計画に反対して建物を勝ち取り、次にこれをど
う利⽤するか共同で決め、最後に、多くの住⺠が⾃らの⼿でこの旧兵
舎を改築、改修したからです。
この建物は1937年に造られ、フランス軍駐在の当時は将校の⾷堂と
社交場として利⽤され、「ハウス037」とその時期に呼ばれていまし
た。開発最初の地区計画では、これは取り壊され、広場のための⼟地
はごくわずかで、新しい住宅が建てられる予定でした。しかしズー
ジーやフォーラム、そしてたくさんの市⺠が、この使い勝⼿のよい建
物の維持のために尽⼒し、早い時期から現場作業員の⾷堂と保育所と
して利⽤されました。最終的に住⺠たちは、この建物の活⽤や改築プ
ランを共同で策定しています。
⾃治運営される地区会館
2001年の夏になってようやく市議会で建物の維持が決定され、住⺠
による運営団体に譲渡されることになりました。⼟地に関しては設⽴
された「NPO法⼈ヴォーバン住⺠センター」が⻑期借地権を獲得。都
市開発対策の予算と個⼈・銀⾏からの融資、また熱⼼な住⺠の協⼒に
よって改築は実現されました。

今⽇のハウス037は屋根裏に⾄るまでフル活⽤されています。イベ
ント⽤の複数の空間、保育園、家族センター「菩提樹の花」、⻘少年
のたまり場、⼤きなアトリエに加え、住⺠協会、ソーシャルワーク、
住宅地内の市⺠団体などのオフィスも⼊っています。2005年からは⼈
気レストラン「Süden」が加わり、マーケット広場にも席を広げてい
ます。
街の中⼼のマーケット広場
この広場が現在のように街の中⼼となったのは、積極的な住⺠参加
によるものです。⻑い年⽉に渡る⾏政との交渉で広場の維持を勝ち取
り、25,000ユーロを超える寄付を集めて、趣のある広場が完成しま
した。

8章 街の中⼼のにぎわい

Photo: eRich Lutz

アルフレート・デブリン広場の落成
式。左からフライブルク市⻑、エン
ディンゲン町⻑、作家デブリンのご
⼦息  Photo: eRich Lutz

iiiinnnnffffoooo
ヴォーバン住⺠センター「ハウス
037」

Alfred-Döblin-Platz 1
79100 Freiburg
Tel. 0761-456871-36
post@haus37.de
www. haus37.de
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⽣き⽣きとしたカルチャーライフ
現在のヴォーバン住宅地は芸術に触れる機会に⾮常に恵まれていま
す。おそらく⼤勢のアーティストがこのソーシャル・エコロジカル住
宅地に引き寄せられたのでしょう。

芸術ワーキンググループはNPO法⼈として独⽴していて、ハウス
037に会員のためのアトリエを運営し、「アーティスト・ブランチ」を
定期開催しています。この会員による芸術作品は、住宅地内の様々な
場所や緑の帯に花を添えています。
住⺠センターは展⽰、演劇、コンサート、ダンス教室や朗読会など
のイベント開催場所です。ズージーの集会所や「ヴィラバン」の⾷堂
も同様に使われています。
加えて、リーゼ・マイトナー通りのDIVA（サービス・芸術・⼿⼯業
者の複合商業センター）も重要な⽂化の発信地で、コンサートルー
ム、ダンス教室、⾳楽教室に、種々のアトリエも⼊っています。
さらに住宅地のあちこちには芸術家が住み、ダンスや歌唱、楽器や
美術を幅広い年代の⼈に教えています。
他の⼈と⼀緒に⾳楽を楽しみたい⼈は、例えば４つあるコーラスや
室内楽のグループに加わることができます。

９章 ⽂化

路⾯電⾞開業の際の路上ライヴ 
Photos: Daniel Schoenen

緑の帯の公園全てには芸術作品
が設置 Photos: eRich Lutz「柳の宮殿」にてミニセッション  Photo: Ulrike Schubert

緑の帯のオブジェ「ささやく住⼈」
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⻘少年が何を必要としているか、
市⻑（左）に直訴 

Photo: eRich Lutz

2007年に⼩学校に⼊学した89⼈の
うちの２⼈  Photo: Sigrid Gombert

緑の帯の「クライミング・ポテト」
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「⼦ども冒険農場」での演劇 
Photo: Kinderabenteuerhof

iiiinnnnffffoooo
⻘少年センターJuKSヴォーバン
www.juks-vauban.de
NPO法⼈・⼦どもの冒険農場ヴォーバン
www.kinderabenteuerhof.de
カロリーネ・カスパー⼩学校
www.karoline-kaspar-schule.de

⼦どもが住みやすい住宅地
フライブルク市内でヴォーバンは、リーゼルフェルト住宅地と並ん
で平均年齢が最も若く、⼦どもが多く、2014年末には住⺠5,576⼈の
うち18歳以下が25％強を占めています。
このような⼤勢の⼦どもと⻘少年に対応するために、過去数年間で
インフラが拡⼤されました。現在住宅地には３歳児未満のための保育
所が３つ、さらに幼稚園が５つあり、合計350⼈分の定員がありま
す。当初は学年２クラス制だった⼩学校（１〜４年⽣）は４クラスに
拡張され、⽣徒数335⼈となりました。
⼩さな⼦どもたち向けには住宅地内に数多くの公園があり、より⼤
きな⼦どもは⻘少年センター「JuKSヴォーバン」や教会施設、ドルフ
バッハ川沿いの冒険農場などで遊べます。冒険農場は住⺠の精⼒的な
ボランティアによって設⽴され、市からの助成も受けるようになり、
インクルージョン教育のプログラムも提供（27ページ参照）。他には
サッカー場、２つのビーチバレーコート、近隣にはスポーツクラブの
運動場や乗⾺場もあり、さらに親⼦はNPO法⼈「家族センター・菩提
樹の花」のプログラムを利⽤することができます。

今⽇、住宅地にはたくさんの「⼦ども」がいます。14〜18歳は現在
約500⼈ですが、数年後にはかなり上昇することが⾒込まれていま
す。そのため10代の⻘少年のための空間をより増やすため、住⺠は
ワーキンググループを作って数年来活動してきました。2012年の春に
その成果が実り、クラーラ・イマーヴァール通りに⻘少年のための⾃
由空間がオープン。そこは特別な前提を作らず、⻘少年⾃⾝によって
形作られ、JuKSヴォーバンが管理しています。
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シニア世代もご⼀緒に
現在ヴォーバンの約5,580⼈の住⼈のうち、65歳以上
はわずか200⼈ほどですが、その多くは住宅地の社会
的、政治的な活動に精⼒的に関わっています。
それでもこの点に関してヴォーバンの未来を今のう
ちから考えない訳にはいきません。
10年後には⾼齢者数が３倍に跳ね上がる可能性もあ
るのです。⾏政は賢明にもこのことを考慮して、学校
のために最後に増築された建物は、⽣徒数が減少した
後に、例えば「第3の⼈⽣のためのセンター」として利
⽤できるよう設計配慮されています。
でももしかしたらそのような施設が全く不要になる
ように、多様な世代が混合しての共同⽣活が上⼿く機
能するかもしれません。いずれにせよ年配者向けの企
画は、これまでのところあまり反響がありません。
⽼若混合の共同⽣活の実践としては、すでに1999年
から住宅協同組合ゲノヴァがよい成功例となってい
ます。またコーポラティブ「グリプスホルム城」はエ
レベーター付きバリアフリー住宅でシニア世代が⼤半
です。さらに踏み込んだのは、2007年末に竣⼯した
リーゼ・マイトナー通りの「太陽の庭」で、ここには
住宅と商⽤スペースがあり、「アルヒェ（箱⾈）」と
「ヴォーゲ（波）」の２つのグループが⼊居。シング
ルマザーや家族連れ、1⼈暮らしや夫婦など、幅広い年
齢層の住⼈が仲良く暮ら
しています。アルヒェで
は⽼齢においてペットと
⼀緒に充実した共同⽣活
を送ることを実現し、
ヴォーゲは認知症の10
⼈が暮らすグループホー
ムで、⼊居者の介護は専
⾨家と家族の協⼒で実施
されています。

⽼年⼈单独聚会，或同年轻⼈⼀
起聚会

Photo: eRich Lutz

iiiinnnnffffoooo
「太陽の庭」プロジェクト
連絡先：Beha＋Beier社
Astrid-Lindgren-Str. 2
79100 Freiburg
Tel.0 761-6 12 9 12 0
w.beha@bauberatung-bb.de
www.bauberatung-bb.de
住宅協同組合ゲノヴァ
18ページ参照

シニア3⼈がヴォーバン祭りで熱演

⼦どもから⽼⼈まで交流するゲノヴァ 
Photo: Carsten Sperling

若⼿はいてもいなくても。
シニアのパーティ Photo: eRich Lutz
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「太陽の庭」では様々な年代の⼈が交わって暮らす 
Photo: Reinhild Schepers
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全ての⼈のためのヴォーバン
ヴォーバン住宅地では近年、数々のインクルージョン（包括的）プ
ロジェクトが実現されました。障害のある⼈もない⼈も、⼀緒に働
き、住み、遊んでいます。 
すでに2007年には多⽬的集合住宅「太陽の庭」が完成し、「ヴォー

ゲ」プロジェクトでは認知症の⼈たちが「普通」の隣⼈と共に暮らし
ています。
またヴォーバンの南、ドルフバッハ川沿いにあるNPO法⼈「⼦ども

冒険農場」では、数年前からインクルージョン教育をコンセプトに織
り込み、特別な教育⼿法は様々な障害、特徴を持った⼦どもたちにも
魅⼒的になっています。共同作業をして、体を動かしたり遊んだりす
ることで、ごく⾃然な関係性が⽣まれ、それが冒険農場の外へも広が
ります。
2013年にはメルツハウザー通りにグリーンシティホテルがオープン
しました。モダンで、⽊をふんだんに使⽤した建物ではインクルー
ジョン経営が実施されています。従業員
19⼈のうち障害者が10⼈いますが、ス
タッフ全員が「同じ⽬の⾼さ」で仕事。
従業員に対する職業訓練や研修は、⻑年
インクルージョン経営で成功を収めてき
たキルヒツァルテン町の農家ホテルレス
トラン「Hofgut Himmelreich」の⽀援
を受けています。
加えて、2013年９⽉には「ヴォーバ

ネーゼ」が竣⼯式を迎えました。この５
階建ての特徴ある円形の建物では、イン

クルージョンと多世代が交じ
り合う⽣活が営まれていま
す。ここは、多様な年齢層の
家族や夫婦、単⾝者のため、
そして、それぞれ異なる段階
の介護必要者のための居住空
間です。また⾼度な要介護
者５⼈のグループホーム、商
⽤スペース、共有スペースも
設けられています。さらに特
別なのは多様な学部からの学
⽣⽤の住居の提供で、彼らは
ここに住みながら障害者の介
護を⼿伝い、⾃⾝の専⾨分野
に必要な経験を積むことがで
きるようになっています。

2013年１⽉から「インクルージョ
ン・ネットワーク」が⼦ども冒険農場の提案で始まりました。これは
ヴォーバン住宅地内だけでなく、近隣も含めた既存の、あるいは今後
作られるインクルージョン団体がすべて集まることで、多様性社会の
促進を強化し、その参加をより促すためのプロジェクトです。
この活動は2014年10⽉、複数の団体による「インクルージョン連盟
（BILA）」へと統合され、拡張されています。連盟の運営はブライス
ガウ地⽅ライフヘルプ公益有限会社、⼦ども冒険農場とヴォーバン住
⺠協会が担当し、NPO法⼈「Aktion Mensch」から３年間の助成を受
けています。

多様性が⼈⽣を
豊かにする
「彼らを社会的にどうにかイ
ンテグレーション（統合／融
合）しなければ」というフ
レーズを⽿にしたことがある
はずです。「インテグレー
ション」を肯定的に捉えれ
ば、少数派の⼈びとを⼤多数
の⽔準に合わせるための⽀援
と⾔えます。しかし個々⼈の
特徴を規格外とみなすその点
ゆえに、インテグレーション
は除外も意味します。それに
対しインクルージョン（包
括）は全く別の価値を持って
おり、活気ある共同社会への
調和の過程で、多様性を保護
することが⽬的です。つま
り、ハンディキャップがある
⼈も最初から社会の中⼼にい
るという前提。彼らは世話を
受けるだけではなく、参加と
体験をすることで、世話を受
ける⽴場から隣⼈、友⼈、協
⼒者へと役割の転換が図られ
ます。

ヴォーバネーゼ

iiiinnnnffffoooo
グリーンシティホテル・ヴォーバン
www.hotel-vauban.de
NPO法⼈・⼦ども冒険農場
www.kinderabenteuerhof.de
「太陽の庭」プロジェクト
www.bauberatung-bb.de
「ヴォーバネーゼ」共同住宅プロ
ジェクト
www.vaubanaise.de

みんなで⼀緒に料理 
Photo: Kinderabenteuerhof

住宅地⼊り⼝のアクセント「グリー
ンシティホテル」 

Photo: Green City Hotel

お客様のために協⼒。障害者も⼀緒に働くグリー
ンシティホテル 

Photo: Green City Hotel
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必要なものが揃う街
とりわけ数多くのお店とサービス業が出店に成功したことで、
ヴォーバン住宅地は「ショートウエィシティ（移動距離の少ない
街）」となりました。住⺠の⽇常必需品の⼤部分は、⾝近な住宅地内
で⼿に⼊ります。
⾷料品は協同組合経営のオーガニック「住宅地のお店」や、オーガ

ニック・スーパー、普通のスーパー、３軒のパン屋、１軒の⼩さな
オーガニック＆ワイン店、それに毎週の市場で購⼊できます。
昼⾷にはカフェレストラン「Süden」か２軒の⾷堂、またはケバ
ブ＆ピザ屋がありますし、そ
の他の⽇⽤品はドラッグスト
ア、⽂房具店、本＆雑貨屋な
どでそろいます。⾃転⾞店、
パソコンショップ、花屋、中
古や新品の⼦ども⽤品店、セ
カンドハンドの⾐類店舗、２
軒の美容室、靴屋にカフェ
「Limette」などが幅広い供
給を彩っています。
健康に関しては数多くの⼀
般内科、⼩児科、⻭科の診療
所に加え、マッサージ師、理
学療法⼠、⾃然治療師、⾔語
治療⼠やそれ以外の治療・セ
ラピーに関わる専⾨家もサー
ビスを提供し、薬局もありま
す。
スポーツ、余暇のための数多くのサービスの提供や⾃動⾞学校も忘
れてはいけません。またATMが２台あり、現⾦が必要ならすぐ引き下
ろせます。
（さらに詳しい情報は店舗・サービス情報誌「Vauban im Blick」を
ご覧ください。この冊⼦は住宅地内の店舗やソーシャルワーク事務所
に置いてあります）

11章 商⼯業

「ヴィラバン」内の美容室
Photo: Sigrid Gombert

ヴォーバンで⼀番に開業したお店「Pan y
Vino」Photo: eRich Lutz

パウラ・モーダーゾーン広場の薬
局、スーパー、アイス、⽂房具店 

Photos: Reinhild Schepers

ヴォーバン中⼼には多様なお店が
Photo: eRich Lutz
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多様な商業施設
  すでに2007年には、数多くの在宅勤務者を
除き、ヴォーバン住宅地内に400⼈分の雇⽤
があると推定されました。ここではいくつか
のユニークな商業施設を紹介します。
  多様に活⽤されている「DIVA（サービス・
芸術・商⼯業センター）」の建物は、1952年
に兵舎として建てられました。建物⾃体はよ
い状態であったにも関わらず解体が計画され
ていましたが、ヴォーバンの住⺠グループが
市と粘り強く交渉を⾏い、DIVA有限合資会
社を設⽴して、2003年にこれを買取しまし

た。今⽇では建築事務所やアトリエ、診療所やダンス教室など多彩に
利⽤されています。
アトリエや⼯房の⼊った「ヴィラバン」は2004年に完成。⽊造３階
建ての建物は上から⾒ると正⽅形で、中央は採光屋根と吹き抜けに
なっています。この吹き抜けを取り囲むのは、⾷堂、⾃転⾞店、⽊⼯
房、美容室、カンフー教室など多数の商業施設です。
その真横には2005年から「アメーバ（⽂化、技術、健康セン

ター）」が建っています。曲線による⼀⾵変わったこの建築は、隣接
する「ヴィラバン」と⾯⽩い対⽐をなしていて、様々な診療所、ヨガ
教室、パソコンショップ、⾳楽スタジオ、写真アトリエなどのスペー
スを提供しています。
メルツハウザー通りの「太陽の船（住宅、商業、オフィスセン

ター）」も2005年に完成し、プラスエネルギーハウス仕様のこの商業
建築では、6000㎡の商業⾯積に店舗とオフィス（エコ研究所のフライ
ブルクオフィス、GLS銀⾏の⽀店など）が⼊り、屋上には９軒のペン
トハウスが並びます。
その他の⼤きな商⼯業施設では、⼿⼯業者センターと電⼦サービス
のシリンガー社が挙げられます。

リーゼ・マイトナー通り12番の「DIVA」
には数多くのオフィスが集まる

iiiinnnnffffoooo
www.diva-freiburg.de
http://web2.cylex.de/firma-
home/villaban-gmbh-
6718050.html
www.sonnenschiff.de

マリ・キュリー通り１番の「ヴィラバン」Photo: Reinhild Schepersテラスハウスが乗った「太陽の船」

マリ・キュリー通 り３番の「ア
メーバ」 Photos: eRich Lutz

マリ・キュリー通り７番の「⼿⼯業
者センター」

Photo: Solarsiedlung
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今なお新しいヴォーバン住宅地をもっと詳しく知るために

フライブルクのまちづくり
〜ソーシャル・エコロジー住宅地ヴォーバン〜

村上敦著 学芸出版社

徹底した省エネと⾃然エネルギーの利⽤でエネルギー消費
とCO2排出を激減させ、画期的なマイカー抑制策で⾞のない
まちを実現。数々の輝かしい取組みを住⺠主導で成功に導いた軌
跡に迫る。

http://www.gakugei-pub.jp/mokuroku/book/ISBN978-4-7615-2419-7.htm



33331111

ドイツ・ヴォーバンに暮らす

建築グループが創る未来の⽣活空間

ビデオ「ヴォーバン住宅地」  ドイツ語⾳声・英語字幕、58分
注⽂はこちらから

www.stadtteilverein-vauban.de/infos/publikationen.php

ヴォーバン住宅地 地図
2014年版, 0.50ユーロ

www.stadtteilverein-vauban.de

www.club-vauban.netwww.prigge-multimediaart.de/aktuelles.htm


	総合ガイドフライブルク市・ヴォーバン住宅地
	始めに
	⽬次
	ヴォーバン住宅地 地図
	１章 歴史的経緯
	軍⽤地からモデル住宅地に
	２章 住宅地での暮らし
	ヴォーバンの概要
	建築が過密でもたくさんの緑
	３章 エコロジカルな移動⼿段
	⾞を極⼒持たないで
	交通総合計画の成果
	4章 エネルギー
	太陽と共に暮らす
	パッシブハウスとゼロエネルギーハウス
	ソーラー住宅地区
	５章 ⼀緒に家を建て、⼀緒に暮らす
	「ズージー」⾃治・⾃⽴の
	「ゲノヴァ」ソーシャル＆エコロジカルな協同組合プロジェクト
	建築コーポラティブ、建築の新しい形
	６章 住⺠参加
	NPOが住⺠参加を⽀援する
	７章 住宅地でのソーシャルワーク
	社会的なつながりと活気がある街
	8章 街の中⼼のにぎわい
	ヴォーバン住⺠センター「ハウス037」
	９章 ⽂化
	⽣き⽣きとしたカルチャーライフ
	10章 ⽼いも若きも
	⼦どもが住みやすい住宅地
	シニア世代もご⼀緒に
	全ての⼈のためのヴォーバン
	11章 商⼯業
	必要なものが揃う街
	多様な商業施設
	ヴォーバンについての参考資料

